
 

市町の主な意見について 

（いしかわ創生人口ビジョン・いしかわ創生総合戦略） 

 

基本目標１ 北陸新幹線金沢開業効果の最大化と県内各地・各分野への波及 

 

○地域に多数ある文化財などの地域資源を活かして観光誘客に取り組みたい。 

 

○のと里山里海号で穴水まで来た方を、その先の輪島や珠洲へどう呼ぶかが課題で

ある。キリコ祭りの日本遺産認定もあり、奥能登２市２町でもっと連携していき

たい。 

 

○観光面では、県境を越えた連携は以前から実施しているが、活動量がまだ少ない

ので、これから増やしていきたい。 

 

○加賀温泉郷などの更なる誘客を図るためには、民間の情報媒体と連携して、プロ

の上手な仕掛けを活用して誘客するといった取り組みが有効ではないか。 

 

 

基本目標２ 多様な人材を惹きつける魅力ある雇用の場の創出 

 

○企業誘致は効果が大きく、誘致に県の力を借りたい。 

 

○北陸新幹線によって関東からの交流人口が増えるとともに、中国や東南アジアと

の貿易を考えると、石川は国内の物流拠点としても中心にあるので便利であり、

国際化の中で明るい環境ができつつあるのではないか。 

 

 ○製造業では、文系の人も機械の構造等を理解し、理系の人も心理学等をわかって

いなければビジネスができない時代であるから、文系・理系を分けずに教育をし

なければいけない。 

 

○今後、耕作放棄地・空き農地がたくさん出てくるが、6 次産業化・自然栽培をは

じめ、農業を軸に力を入れていく必要がある。６次産業は、料理やデザイン等に

女性のセンスをとても活かすことができ、女性の雇用確保にもつながる。 

 

○漁業について、地産地消や加工施設の整備など、豊富な漁獲量をどう活かすかが

課題である。 
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基本目標３ 学生のＵターン・県内就職と移住定住の促進 

 

○石川の企業は、県内大学にもっとＰＲすべきである。中小企業では、自分のとこ

ろに来てくれないと思っている会社も多い。 

 

○石川県の良いところは自然、子育て、教育などであるから、石川県の暮らしやす

さをアピールする必要がある。 

 

 

基本目標４ 結婚、妊娠・出産、子育てといったライフステージに応じた切れ目のな

い支援 

 

○結婚したら子どもを２人くらいは産むので、既婚者の出生率も下がっているもの

の、むしろ未婚化・晩婚化が問題である。 

 

○未婚率が非常に高くなっているので、それを下げる工夫を何かできないか。出会

い・結婚支援は民間に任せてあったが、これからは民間の取り組みを含めて支援

していきたい。 

 

○出生率の向上には、不妊治療対策が有効。拡充を検討している。 

 

 

基本目標５ 高齢化など時代の変化に対応した地域づくり 

 

○高齢化の進展に伴い、医療費・介護費の増加が予想される。いかに健康寿命を  

延伸するかが大切である。 

 

○公共交通が脆弱で、生活の足の確保が課題である。 

 

 


